
 第
二
十
回
平
城
東
公
民
館
ま
つ
り 

 

平
成
二
十
六
年
十
一
月
八
日
（
土
）
・
九
日
（
日
）
の
二
日

間
、
「
ひ
び
け
・
輝
け
・
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
・
・
・
」
を
テ

ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。 

公
民
館
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
の
日
頃
の
学
習
成

果
を
発
表
す
る
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
の
方
々
や

地
域
の
方
々
と
の
楽
し
い
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

発
表
・
展
示
の
他
に
も
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
山
野
草
、
餅
つ

き
等
）
、
料
理
・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

（昔
遊
び
・理
科
実
験
な
ど
）の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は

朱
雀
保
育
園
の
園
児

達
が
お
神
輿
を
担
い
で

登
場
！ 

記
念
講
演
会
で
は

「
幻
の
観
音
様
と
ご
対

面
」
と
題
し
、
講
師 

梁
瀬 

健
氏
（
大
阪
教

育
大
学
名
誉
教
授
）
に

お
話
し
て
頂
き
ま
す
。 

ま
た
、
第
二
会
場
の

朱
雀
ふ
れ
あ
い
会
館
で

も
各
種
発
表
・
展
示
が

あ
り
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
（
詳

細
は
内
面
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
） 

※
「
平
城
東
公
民
館
だ
よ
り 

ひ
び
き
」（
約
七
千
部
）
は
自
治
会
の
協
力
に
よ
り
、
朱
雀
・
左
京
・
佐
保
台
の
各
地
域
に
全
戸
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

平成２６年１０月１日 発行 「平城東公民館だより ひびき」第４６号 

自
主
グ
ル
ー
プ
情
報 

 

主
催
事
業
の
ご
案
内 

子
ど
も
と
一
緒
に
ヨ
ガ
で
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！ 

と 

き 
 

九
月
五
日
（金
） 

 
 

 
 

午
前
十
時
～
午
前
十
一
時
三
十
分 

と
こ
ろ  

平
城
東
公
民
館 

一
階 

和
室 

対 

象 
 

市
内
在
住
の
０
歳
児
と
母
親 

十
組 

費 

用 
 

二
〇
〇
円
（一
組
） 

締 

切 
 

八
月
二
十
六
日
（
火
） 

親
子
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
ヨ
ガ 

夏
休
み
！
親
子
で
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
♪ 

と 

き 
 

八
月
二
十
日
（水
） 

 
 

 
 

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
一
時 

と
こ
ろ  

平
城
東
公
民
館 

一
階 

料
理
実
習
室 

対 

象 
 

小
学
生
と
保
護
者 

十
組 

費 

用 
 

六
〇
〇
円
（一
人
） 

締 

切 
 

八
月
六
日
（水
） 

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ 

主
催
事
業
の
ご
案
内 

主
催
事
業
の
ご
案
内 

★
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
・ブ
ッ
ク
ト
ー
ク 

と 

き 

十
一
月
十
五
日
（
土
）午
前
十
時
～
十
一
時 

と
こ
ろ 

平
城
東
公
民
館 

一
階 

和
室 

対 

象 

三
・四
歳
の
未
就
園
児
と
保
護
者 

三
十
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

締 

切 

十
月
三
十
一
日
（金
） 

※
詳
し
く
は
内
面
折
込
チ
ラ
シ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

三
歳
☆
四
歳
さ
ん
集
ま
れ
！ 

充
実
し
た
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？ 

と 

き 

十
月
三
十
日
（木
）か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

と
こ
ろ 

 

平
城
東
公
民
館 

大
会
議
室 

他 

対 

象 

朱
雀
・左
京
・佐
保
台
地
区
在
住
の 

六
十
歳
以
上 

三
十
人 

  

費 

用 

一
〇
〇
〇
円 

締 

切 

十
月
十
八
日
（土
） 

※
詳
し
く
は
内
面
折
込
チ
ラ
シ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

シ
ニ
ア
か
ら
の
教
養
講
座
（
全
五
回
） 

東 

彩 

会 

東

彩

会 

水

彩

画

展 

〈日 

時
〉 

 

十
月
八
日
（水
）午
後
一
時
～
五
時 

  

十
月
九
日
（木
）～
十
一
日
（土
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
前
十
時
～
午
後
五
時 

 

十
月
十
二
日
（日
）午
前
十
時
～
午
後
四
時 

〈場 

所
〉 

イ
オ
ン
高
の
原 

四
階 

こ
す
も
す
ホ
ー
ル 

 

奈

良

市

マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
大

会 

〈日 

時
〉 

 

十
月
十
七
日
（金
）午
後 

〈場 

所
〉 

な
ら
一
〇
〇
年
会
館 

九
月
に
サ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
を
無
事
終
え
、
ホ
ッ
と 

し
て
い
ま
す
。
十
月
の
コ
ー
ラ
ス
大
会
も
頑
張
っ
て 

歌
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
  

奈
na
涼
su
風
ka 

疑
問
解
決
！
す
っ
き
り
ゴ
ミ
分
別
術 

 

ゴ
ミ
を
分
別
す
る
と
き
、
あ
れ
？
と
迷
っ
た
こ
と 

あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ
の
悩
み
を
こ
の
講
座
で
解
決
！ 

そ
の
他
に
も
大
切
な
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
減
量
に 

つ
い
て
の
お
話
し
、
ク
イ
ズ
や
質
問
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、 

楽
し
み
な
が
ら
し
っ
か
り
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

と 

き 

十
月
二
十
九
日
（
水
） 

 
 

 
 

 

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時 

 

と
こ
ろ 

 

平
城
東
公
民
館 

大
会
議
室 

 

対 

象 

朱
雀
・左
京
・佐
保
台
地
区
在
住
の
方 

 
 

※
お
時
間
ま
で
に
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

平
城
東
公
民
館
主
催
事
業
の
ご
案
内 

こ
れ
か
ら
の
主
催
事
業
（予
定
） 

笑
顔
が
映
え
る
★
メ
イ
ク
術 

と 

き 

十
二
月
二
日
（火
）～
全
二
回 

午
前 

一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
、
笑
顔
が
映
え
る
素
敵
な
メ
イ
ク
ア
ッ

プ
術
を
実
践
を
交
え
て
学
び
ま
す
。 

 

と 

き 

十
二
月
六
日
（土
）～
全
二
回 

午
後 

手
帳
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
書
き
込
む
こ
と
が
、
楽
し
く
な
る 

ヒ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
よ
。 

※
詳
し
く
は
今
後
の
『
な
ら
し
み
ん
だ
よ
り
』を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

毎
日
開
き
た
く
な
る
！
Ｍ
Ｙ
手
帳
講
座 



志賀直哉が谷崎潤一郎から譲り受けた観音菩薩立像だが、戦後まもなく売却。

その後、行方不明になっていたが、当講演会講師である梁瀬健氏が執念の追及

の上、ついに対面。観音菩薩立像の数奇な運命をたどります。 

 

プロフィール 

大阪教育大学名誉教授 

昭和８年（１９３３年）生まれ。長崎県出身。理学博士（専門は生物学）。 

平成１１年まで大阪教育大学に勤務。平成１８年より、月に一度 

「奈良新聞」にコラム明風清音を執筆中。 

記念講演 １０：３０～ 

テーマ：「 幻の観音様とご対面 」 

講 師：梁瀬 健 氏（大阪教育大学名誉教授） 

 

〝ひびけ・輝け・地域とのふれあいの中で・・・″ 

学習発表(１日目)  １３：３０～ 

① 平城東詩吟クラブ ② フォークダンスすずらん 

③ 太極拳 健美会  ④ コール朱雀 

学習発表(２日目)１３：００～ 
 
①ならやまハーモニカクラブ 
②津軽三味線うたしの会 

③奈 na涼 su風 ka  

体験コーナー １０：００～１３：００ 
 
★気功的ヨーガ・サークル高の原・ならやま健康体操クラブ 

３つのグループが合同で開催  １０：００～１１：００ 
 

☆はがき絵（はがき絵の会） １１：１０～１２：３０ 
 

【発表】★8日(土）13:00～ あかね会（詩吟）カラオケ教室 ★9日(日)13:30～ 詩吟教室（歌謡吟詠） 

【展示】かな書道教室・木目込み人形教室・手織教室・生け花教室・フラワーアレンジメント教室・銀粘土教室・ビーズ教室・山野草教室・子ども俳句教室 

【料理コーナー】白玉ぜんざい・蓬莱の豚まん（自活協）みたらしだんご（万青）【産地直売】米子産：はんぺん・高級カマボコ・竹輪、あご野焼き、のどぐろ焼き等を特別格安価格で販売 

オープニングセレモニー １０：００～ 

朱雀保育園の園児達によるお神輿 

作品展示 １３：３０～ 

えのぐ箱（絵画）東彩会（絵画）はがき絵の会（はがき絵） 

フランス刺繍ばらの会（刺繍）爽墨会（水墨画） 

書洋会（書道）書道くれなゐ（書道）書道クラブ木洋会（書道） 

平城東山野草愛好会（山野草） 

ガールスカウト奈良県第 50団（活動報告） 

朱雀・佐保台小学校 子どもたちの作品展 

料理・喫茶コーナー 「喫茶ひびき」 

８日 １０：３０～１６：００  

９日 １０：００～１５：００ 

 

～メニュー～ 

カレー、かやくご飯、マドレーヌ、 

ごまスティック、コーヒー、紅茶 

屋外体験 ８日１０：３０～ ９日１０：００～ 
 

山野草苔玉づくり・即売会（平城東山野草愛好会） 

豚汁・焼きそば・辛み味噌等即売会（アグリロードうたひめ） 

餅つき・野菜即売会（男の料理クラブ） 

クラフト・テント体験・既製アラレ販売（ガールスカウト奈良第５０団） 

グラウンドゴルフ体験（ならやまグランドゴルフクラブ） 

大人も子どもも楽しく遊ぼう！ 

けん玉・コマ・おはじき等昔遊びを体験しよう♪ 

手作りゲームコーナーもあるよ！ 

実験コーナーでは理科の面白さや不思議を体験しよう。 
 

楽しい理科実験クラブ 子ども遊び 
８日午後 ★ ９日午前 
 

 

８日 ★ ９日１０：３０～ 
 

 

※公民館まつりの内容等について一部変更される場合がありますのでご了承ください。※ 



♪
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
訪
問
♪ 

  
 
 
 

 
 
 
  

 
 

歌
姫
街
道
沿
い
の
畑
で
、
野

菜
を
作
っ
て
い
る
会
で
す
。

月
二
回
の
作
業
を
基
本
と
し

て
い
ま
す
が
、
臨
時
作
業
日

も
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
二
年
目
と
な
り
、 

と
て
も
上
手
に
野
菜 

 
 
 
 
 

作
り
が
で
き 

る
よ
う
に
な 

り
ま
し
た
。
農
作
業
と
人
と
の 

触
れ
合
い
に
興
味
を
持
た
れ
る 

方
、
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

活
動
日 

月
二
回 

不
定
期 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
感
想
）
素
敵
！
土
に
触
れ
て 

心
癒
さ
れ
そ
う
で
す
ね
♪ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

朱
雀
地
域 

 

朱
雀
地
区
福
祉
バ
ザ
ー 

と
き 

十
一
月
二
日(

日)

午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分 

場
所 

な
ら
や
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
会
館 

 

自
主
防
災
総
合
訓
練 

と
き 

十
一
月
二
十
三
日(

日)

午
前
九
時
か
ら 

場
所 

自
宅
及
び
朱
雀
小
学
校
※
朱
雀
地
域
の
方 

 

冬
季
防
災
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル 

と
き 

十
二
月
七
日(

日)

午
後
二
時
～ 

場
所 

朱
雀
地
区 

※
朱
雀
地
域
の
方 

『
認
知
症
を
正
し
く
知
ろ
う
！
』（
福
祉
研
修
） 

と
き 

十
一
月
三
十
日(

日)

午
前
十
時
～
正
午 

内
容 

認
知
症
と
の
関
わ
り
方 

場
所 

朱
雀
地
域
ふ
れ
あ
い
会
館 

 

佐
保
台
地
域 

 

 

防
災
研
修
会 

と
き 

十
一
月
八
日(

土)

午
後
一
時
～
五
時 

場
所 

大
阪
市
阿
倍
野
防
災
セ
ン
タ
ー 

内
容 

セ
ン
タ
ー
の
見
学
と
研
修
及
び
体
験 

対
象 

佐
保
台
地
域
に
住
む
中
学
生
以
上 

 

歳
末
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル 

と
き 

十
二
月
二
十
七
日
（
土
）
～
二
十
九
（
月
） 

 
 
 

午
後
七
時
～
八
時
三
十
分 

場
所 

佐
保
台
地
区
内
及
び
ふ
れ
あ
い
会
館 

※(

原
則)

佐
保
台
地
域
の
小
学
生
以
上 

 

左
京
地
域 

 

敬
老
祭 

と
き 

十
月
二
十
六
日(

日)

午
前
十
時
～
午
後
二
時 

場
所 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
体
育
館 

※
左
京
地
域
に
住
む
六
十
五
歳
以
上
の
方 

 

左
京
地
区
自
主
防
災
訓
練 

と
き 

十
一
月
九
日(

日)

午
前
九
時
三
十
分
～
十
一
時 

場
所 

左
京
小
学
校
運
動
場
※
左
京
地
域
の
方 

 

地
域
情
報 

平
城
東
中
学
校
区
地
域
教
育
協
議
会 

 

奈
良
き
た
ま
ち
歴
史
ウ
ォ
ー
ク 

と
き 

十
一
月
三
日(

月
・
祝)

午
前
九
時
～
正
午
予
定 

内
容 

佐
保
台
小
学
校
～
奈
良
豆
比
古
神
社
を
経
由

し
て
、
転
害
門
ま
で
約
六
キ
ロ
歩
き
ま
す
。 

※
要
申
込
み 

十
月
二
十
四
日
ま
で 

※
申
込
み
方
法
等
詳
し
く
は
、
平
城
東
中
学
校
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
電
話 

七
一
‐
六
九
八
一 

   

地
域
歴
史
探
訪 

 
 

石
の
カ
ラ
ト
古
墳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

こ
の
古
墳
は
奈
良
県
と
京
都
府
に
ま
た
が
っ
て
お

り
、
閑
静
な
住
宅
街
の
中
に
あ
り
ま
す
。
墳
丘
は
二

段
で
、
下
段
が
方
形
、
上
段
が
円
形
の
日
本
で
最
初

に
確
認
さ
れ
た
上
円
下
方
墳
で
す
。
古
墳
時
代
終
末

期
の
も
の
と
言
わ
れ
、
方
墳
は 

一
辺
が
約
十
三
・
八
メ
ー
ト
ル
、 

円
墳
は
径
約
九
・
二
メ
ー
ト
ル 

あ
り
ま
す
。 

「
カ
ラ
ト
」
の
名
は
石
室
が
唐 

柵
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
つ
け 

ら
れ
た
と
言
わ
れ
、
発
掘
調
査 

で
石
室
内
か
ら
は
漆
の
破
片
、 

金
銀
の
玉
な
ど
豪
華
な
副
葬
品
の
一
部
が
出
土
し
ま

し
た
。
現
在
は
国
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

場
所
は
神
功
一
丁
目
緑
地
公
園
内
に
あ
り
、
駐
車

場
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
近
鉄
高
の
原
駅
か
ら
歩
い
て

行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
散
歩
の
途
中
に
で
も
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

  

山
野
草
愛
好
会
で
は
そ
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

折
々
の
苗
の
植
付
け
、
挿
し
芽 

 
 
 
 
 

 

な
ど
を
行
い
、
野
草
の
育
て
方 

管
理
方
法
な
ど
を
学
び
、
情
報 
 
 
 
 

 

交
換
を
し
な
が
ら
楽
し
く
活
動 

 
 
 

 

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
美
し
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
野
草
の
展
示
会
を
年
四
回
開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

催
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

活
動
日 

毎
月
第
一
日
曜
日 

 
 
 
 
 

 

時
間 

午
後
一
時
三
十
分
～ 

四
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

（
感
想
）
め
ず
ら
し
い
花
や
草
の

山 
 
 
 
 

 

山
野
草
の
展
示
は
見
ご
た
え
あ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

り
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

編
集
後
記 

 

地
域
歴
史
探
訪
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

〝
ひ
び
き
〟
に
関
し
て
ご
意
見
ご
要
望
が
ご
ざ
い 

ま
し
た
ら
是
非
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。（
Ｓ
・
Ｋ
） 
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